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専
大
松
戸
高
生
が 

大
学
の
授
業
体
験

　
専
大
松
戸
高
校
の
生
徒
を

対
象
と
し
た
「
松
戸
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
が
６

月
10
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
企
画
は
同
高
と
専
修

大
学
の
連
携
事
業
の
一
環

で
、
専
修
大
学
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
07

年
に
ス
タ
ー
ト
。
今
年
は
文

系
及
び
理
系
ク
ラ
ス
の
地
理

学
系
・
情
報
系
学
部
に
進
学

希
望
の
２
年
生
２
０
８
人
が

参
加
し
た
。
一
部
全
17
学
科

と
教
職
課
程
の
体
験
授
業

と
、
付
属
高
校
出
身
の
在
学

生
の
会
「
Ｈ
ｉ
・
Ｙ
ｏ
・
Ｃ

ｏ
の
会
」
に
よ
る
大
学
理
解

企
画
が
あ
っ
た
。

　
各
学
部
の
教
員
に
よ
る
体

験
授
業
で
は
、
生
徒
た
ち
が

興
味
の
あ
る
２
講
義
を
受

講
。
経
済
学
部
経
済
学
科
と

人
間
科
学
部
社
会
学
科
の
講

義
を
受
講
し
た
男
子
生
徒
は

「
学
部
学
科
の
特
色
や
学
ぶ

内
容
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
進
路
選
択
の
参
考
に
な

っ
た
」
と
話
し
た
。

公
開
講
座
情
報

大
学
院
商
学
研
究
科
／
東
京

信
用
保
証
協
会
第
14
回
共
同

公
開
講
座
「
中
小
企
業
の
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
進
出
と
人
材
育

成
」

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
場
に
進
出

し
た
中
小
企
業
の
事
例
を
紹

介
。
ま
た
、
現
地
事
情
へ
の

対
応
策
を
解
説
す
る
。

▽
日
時

７
月
29
日
（
土
）

13
〜
17
時
▽
会
場

神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽
講

師

内
野
明
商
学
部
教
授
、

三
進
ベ
ト
ナ
ム
Ｊ
Ｓ
Ｃ
日
本

人
代
表
新
妻
東
一
氏
ほ
か

※
聴
講
無
料
、
先
着
１
０
０

人※
申
し
込
み

本
学
学
生
は

大
学
院
事
務
課
窓
口
（
生
田

・
神
田
）。
一
般
の
方
は
、

フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
、
東
京
信
用
保
証
協
会
へ

旴
東
京
信
用
保
証
協
会
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国
際
交
流
協
定
校
で
あ
る

ド
イ
ツ
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル

タ
ー
大
学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ

ン
ベ
ル
ク
（
ウ
ド
・
シ
ュ
ト

レ
ー
タ
ー
学
長
）
の
創
立
２

０
０
年
を
祝
う
記
念
式
典
が

６
月
21
日
、
ハ
レ
市
の
大
学

　
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
（
佐
竹

弘
靖
所
長
）
の
研
究
「
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
と
実
践
活
用
」（
研
究

実
施
責
任
者
・
相
澤
勝
治

准
教
授
）
が
、
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
・
ハ

イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
（
東
京
都
）
のTotal 

Conditioning 
Research 

Project

事
業
に
採
択
さ
れ

た
。

　
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
特
有
の

疾
患
や
、
運
動
性
無
月
経
な

ど
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
三
主

徴
が
国
内
外
問
わ
ず
問
題
に

な
っ
て
い
る
。

　
本
研
究
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

医
・
科
学
的
諸
問
題
に
直
面

し
て
い
る
女
性
ア
ス
リ
ー
ト

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
改
善

氏 名 所 属 職 名 研 究 課 題 名

基盤研究Ｂ
１人または複数の研究者が行う独創的・先駆的な研
究。期間３～５年、500万円以上2000万円以下

高 岡 貞 夫 文 学 部 教授 高山池沼を核とする生物多様性の形成と
ジオダイバーシティ

山 本　 充 文 学 部 教授
ヨーロッパにおけるモビリティの増大に
伴う農村人口変動と新たなルーラリティ
の創出

相 澤 勝 治 文 学 部 准教授 メカニカルストレスを介した筋局所アン
ドロゲンの筋萎縮予防メカニズムの解明

望 月 俊 男
ネットワーク
情 報 学 部

准教授
協調的議論の実現にむけた21世紀型スキ
ルとしての認識主体性を育む学習環境の
開発

基盤研究Ｃ
１人または複数の研究者が行う独創的・先駆的な研究。
期間３～５年。500万円以下

飯 田 義 明 経済学部 教授 プロサッカー選手を目指す中学生のキャリ
ア形成プロセスに関する研究

菅 原　 光 法 学 部 教授 新しい明六社研究―私塾・結社における
伝統と近代

田上麻衣子 法 学 部 教授 伝統知の多面性に即した保護手法の総合
的研究

渡 邊 一 弘 法 学 部 教授 少年司法における調査・鑑別と処遇との
連携状況についての分析

西 山 貴 弘 経営学部 准教授 多様な状況における多重検定方式の研究

池 尾 玲 子 商 学 部 教授 現在時制の小説における話法

髙 橋　 裕 商 学 部 教授 経営戦略策定支援のためのシステム・ダイ
ナミックス応用に関する研究

井 上 幸 孝 文 学 部 教授 スペインとメキシコにおける聖ヤコブ信仰
の継続と変容の統合的分析

氏 名 所 属 職 名 研 究 課 題 名

王　 伸 子 文 学 部 教授 「ボイスサンプル」を応用した日本語音声
指導の研究と開発

荻 原 幸 子 文 学 部 教授
公共図書館運営に関する住民意思の形成
過程を基軸とした図書館協議会に関する
研究

斎 藤 達 哉 文 学 部 教授 1940-1950年代の日本語政策史研究の精
緻化に関する緊急調査

三 浦　 弘 文 学 部 教授 イングランド北部英語の社会音声学的現
状調査

髙 島 裕 之 文 学 部 准教授 北欧におけるアジア産陶瓷交易の基礎的
理解

廣 川 和 花 文 学 部 准教授 医療の「近代化」と地域社会：近世・近代日
本における地域医療の連続と断絶

佐 藤 慶 一
ネットワーク
情 報 学 部

准教授
想定地震災害後の仮住まい対策ミクロシ
ミュレーションの拡張開発と政策提案の
検討

嶋 根 克 己 人間科学部 教授 葬儀の脱共同体化に関する比較社会学的
研究

棟 居 快 行 法務研究科 教授 プライバシー概念の進化に対応した保護
法制のあり方

高 木　 侃 大学史資料課 － 明治・大正期の私立法学教育機関におけ
る実務家教員の基礎的研究

若手研究Ａ 39歳以下の若手研究者が１人で行う研究。
期間２～４年、500万円以上3000万円以下

岡 田 謙 介 人間科学部 准教授 ベイズモデリングによる心理学研究の再
現性の再検討

若手研究Ｂ 39歳以下の若手研究者が１人で行う研究。
期間２～４年、500万円以下

八 島 明 朗 商 学 部 准教授 ブランド・スイッチ要因とロイヤルティ
要因の包括的研究

高 野 祐 一
ネットワーク
情 報 学 部 准教授

混合整数最適化を用いた制約付き変数選択
による高精度パラメータ推定

2017年度新規採択研究
　
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術

振
興
会
は
４
月
、
２
０
１
７

年
度
の
科
学
研
究
費
助
成
事

業
（
科
学
研
究
費
補
助
金
／

学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金

科
研
費
）
の
交
付
を
内
定

し
た
。
専
修
大
学
の
採
択
件

数
は
、
新
規
と
継
続
分
を
合

わ
せ
て
90
件
、
１
億
１
３
９

０
万
円
（
直
接
経
費
の
み
）

と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
新
規

採
択
さ
れ
た
の
は
25
件
だ
っ

た
。

　
科
研
費
は
、
研
究
者
の
自

由
な
発
想
に
基
づ
く
研
究
を

助
成
す
る
仕
組
み
の
一
つ

で
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
あ

ら
ゆ
る
学
術
研
究
が
対
象
と

な
る
。
研
究
者
か
ら
の
申
請

に
基
づ
き
、
専
門
分
野
が
近

い
複
数
の
研
究
者
が
審
査
、

独
創
的
・
先
駆
的
な
研
究
に

対
し
助
成
を
行
う
。

　
２
０
１
６
年
度
は
全
国
の

研
究
機
関
か
ら
約
10
万
件
の

応
募
が
あ
り
、
申
請
に
対
す

る
新
規
採
択
率
は
26
・
４

％
。
専
修
大
学
の
新
規
採
択

率
は
40
・
３
％
で
、
新
規
応

募
50
件
以
上
の
研
究
機
関
の

中
で
11
位
、
私
大
で
は
３
位

だ
っ
た
。

　
科
研
費
の
大
部
分
を
占
め

る
研
究
種
目
は
「
基
盤
研

究
」
で
、
期
間
や
研
究
費
に

よ
っ
て
四
つ
に
区
分
さ
れ

る
。

科
研
費 

新
規
・
継
続
90
件
内
定 

17
年
度

日
本
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
史

 

武
田
徹
著

　
本
書
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
を
「
物
語
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
」
と
定
義
す
る
。
そ
の

言
葉
が
成
立
し
、
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
名
で
呼
ば
れ
る

作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
歴
史
を
、
個
々
の

作
品
と
そ
れ
が
作
ら
れ
た
状

況
や
思
想
的
背
景
と
と
も
に

詳
し
く
論
じ
た
。
日
本
の
表

現
史
を
描
き
出
し
、
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ゆ
く
え
と
可

能
性
を
さ
ぐ
る
。

　
戦
中
の
従
軍
報
告
に
始
ま

り
、
戦
後
の
社
会
派
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
、
週
刊
誌
、
テ
レ

ビ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
ひ
も

と
い
た
著
者
は
、
70
年
代
の

沢
木
耕
太
郎
の
登
場
に
よ
っ

て
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が

ひ
と
つ
の
創
作
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
し
て
自
立
し
た
、と
す
る
。

　
こ
の
通
史
の
な
か
で
ひ
と

き
わ
強
い
存
在
感
を
示
す
の

が
大
宅
壮
一
だ
。
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
の
導
入
期
か
ら
、
そ

の
名
を
冠
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
賞
創
設
、
そ
し
て

「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
広

が
り
に
ふ
さ
わ
し
い
」
大
宅

文
庫
の
創
設
と
、
彼
の
影
響

は
広
範
に
わ
た
る
。
本
書
は

大
宅
の
評
伝
と
し
て
も
読
む

こ
と
が
で
き
る
。（
中
公
新

書
・
本
体
８
８
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
た
け
だ
・
と
お

る
）

文
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
、市
民
と
メ
デ
ィ
ア
。

　
法
学
部
と
国
際
交
流
組
織

間
協
定
を
結
ぶ
中
国
・
南
開

大
学
法
学
院
（
天
津
市
）
で

６
月
30
日
、
国
際
学
術
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
北
東
ア
ジ
ア
法

秩
序
の
多
元
性
と
統
合
性
に

つ
い
て
」
が
開
催
さ
れ
た
。

本
学
か
ら
白
藤
博
行
学
部
長

ら
５
人
が
研
究
報
告
を
行

い
、
そ
れ
を
受
け
て
日
中
の

法
制
度
に
つ
い
て
活
発
に
意

歴
代
学
長
の
肖
像
画
が
飾
ら
れ
た
ホ
ー
ル
で
。

左
か
ら
日
髙
理
事
長
、
本
学
と
交
流
の
あ
る
ハ

レ
大
学
の
ゲ
ジ
ー
ネ
・
フ
ォ
リ
ヤ
ン
テ
ィ

ヨ

ー
ス
ト
教
授
、
シ
ュ
ト
レ
ー
タ
ー
学
長

是
永
隆
文
経
営
学
部
准
教
授

（
中
央
）は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

形
式
の
体
験
授
業
を
行
っ
た

女性選手の体調改善へ
スポーツ研究所プロジェクト

昨年行われたパラリンピック競技の女性

アスリートコンディショニングセミナー

キ
ャ
ン
パ
ス
で
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
本
学
か
ら
日
髙
義
博

理
事
長
、
松
木
健
一
専
務
理

事
ら
が
参
列
し
節
目
を
祝
っ

た
。
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し

て
講
演
会
や
学
生
に
よ
る
演

奏
会
も
開
催
さ
れ
た
。

　
同
大
学
は
１
８
１
７
年
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学

（
１
５
０
２
年
創
立
）
と
ハ
レ

大
学（
１
６
９
４
年
創
立
）
の

合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

当
初
は
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン

す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
と
そ
の
実
践
効
果
を

検
証
す
る
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
あ
た
り
、

組
織
間
、
競
技
間
、
世
代
間

な
ど
を
超
え
て
女
性
ア
ス
リ

ー
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学

情
報
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

共
有
・
活
用
す
る
た
め
の
組

織
な
ど
の
構
築
を
目
指
し
て

い
る
。

　
研
究
期
間
は
17
年
か
ら
20

年
ま
で
の
４
年
間
の
予
定
。

研
究
を
通
じ
て
女
性
ア
ス
リ

ー
ト
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科

学
知
見
の
発
信
や
サ
ポ
ー
ト

活
動
を
進
め
て
い
く
。

中
国
南
開
大
で
国
際
学
術
シ
ン
ポ

見
を
交
わ
し
た
。

　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

昨
秋
に
本
学
で
開
催
し
た
の

に
続
い
て
２
回
目
。
南
開
大

学
で
は
初
開
催
に
な
る
。

　
本
学
の
参
加
教
員
と
演
題

は
、
▽
白
藤
学
部
長
「
新
た

な
規
範
的
秩
序
の
生
成
・
発

展
と
行
政
法
学
の
課
題
」
▽

小
川
浩
三
教
授
「
ロ
ー
マ
法

か
ら
み
た
日
本
債
権
法
改
正

の
現
状
と
課
題
」
▽
田
邊
宏

康
教
授
「
日
本
に
お
け
る
株

式
譲
渡
法
制
の
概
要
と
問
題

点
」
▽
岡
田
好
史
教
授
「
サ

イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
日
本

刑
法
の
現
状
と
課
題
」
▽
榎

透
教
授
「
民
間
組
織
の
『
行

政
活
動
』
と
憲
法
｜
日
本
に

お
け
る
民
営
化
の
現
状
を
踏

ま
え
て
」。

　
各
教
授
の
講
演
に
対
し
、

南
開
大
学
の
教
員
が
コ
メ
ン

ト
、
大
学
院
生
ら
を
交
え
て

討
論
を
行
っ
た
。

　
白
藤
学
部
長
は
「
刺
激
的

な
最
新
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
有
意
義
な
研
究
交
流

が
で
き
た
。
今
後
は
若
手
研

究
者
や
学
生
も
含
め
て
学
術

研
究
、
教
育
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
南
開
大
学
は
中
国
の
国
家

重
点
総
合
大
学
の
一
つ
で
、

同
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
教

育
・
研
究
レ
ベ
ル
を
誇
る
。

本
学
法
学
部
と
は
２
０
１
３

年
７
月
に
協
定
を
結
ん
だ
。

南
開
大
学
法
学
院
で
の
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
し
た

白
藤
学
部
長
（
左
）
ら
本
学

法
学
部
の
教
員

ベ
ル
ク
大
学
と
称
さ
れ
た

が
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
市

を
本
拠
地
と
し
て
宗
教
改
革

を
行
っ
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル

タ
ー
に
ち
な
ん
で
現
在
の
大

学
名
に
改
名
さ
れ
た
。
法
学

部
、
経
済
学
部
、
哲
学
部
な

ど
18
学
部
を
擁
す
る
ド
イ
ツ

屈
指
の
総
合
大
学
で
、
学
生

数
は
約
２
万
３
０
０
０
人
。

　
本
学
と
は
１
９
９
５
年
に

国
際
交
流
協
定
を
結
び
、
学

生
間
、
教
員
間
の
相
互
交
流

や
共
同
研
究
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
。

日
髙
理
事
長
ら
参
列

独
ハ
レ
大
創
立
２
０
０
年
祝
う


